
1 出力共通項目

an 398 M M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・船舶コード　９桁
・航海番号　１０桁
・船会社コード　４桁
・船積港コード＋船積港枝番　または
　船卸港コード＋船卸港枝番　６桁

2 船舶コード
an 9 M M

コールサイン

3 航海番号
an 10 M C

4 船会社コード
an 4 M M

5 船積港コード
an 5 M X

国連ＬＯＣＯＤＥ

6 船積港枝番
an 1 C X

7 出港年月日
n 8 M X

ＡＴＤ業務で入力された出港年月日を出力

8 出港時分
n 4 M X

ＡＴＤ業務で入力された出港時分を出力

9 グリニッジ標準時差分
an 5 M X

ＡＴＤ業務で入力されたグリニッジ標準時差分を出力

10 緩和措置対象地域識別
an 1 C X

ＡＴＤ業務で入力された緩和措置対象地域識別を出力

11 船卸港コード
an 5 X M

国連ＬＯＣＯＤＥ

12 船卸港枝番
an 1 X C

13 入港年月日
n 8 X C

ＤＭＦ業務で入力された入港年月日を出力

14 オーバーフロー識別

an 1 C C

オーバーフローの旨を出力
Ｙ：出力対象Ｂ／Ｌが１００件を超える為、一部出力できな
いＢ／Ｌがある（ＩＭＬ業務またはＩＭＩ業務で確認するこ
と）

15
100

Ｂ／Ｌ番号
an 35 M M

16

*

不一致識別（ハウスＢ
／Ｌ未登録）

an 1 C X

ハウスＢ／Ｌ以外の場合は、ハウスＢ／Ｌ未登録の旨を出力
Ｈ：ＡＭＲ業務等済、ＡＨＲ業務等未済

17

*

不一致識別（マスター
Ｂ／Ｌ未登録）

an 1 C X

ハウスＢ／Ｌ以外の場合は、マスターＢ／Ｌ未登録の旨を出
力
Ｍ：ＡＭＲ業務等未済、ＡＨＲ業務等済

18
*

不一致識別（船舶情報
不一致） an 1 C X

ハウスＢ／Ｌ以外の場合は、船舶情報不一致の旨を出力
Ｓ：マスターＢ／ＬとハウスＢ／Ｌの船舶情報が異なる

19
*

不一致識別（報告期限
超過） an 1 C X

報告期限超過の旨を出力
Ｔ：報告期限超過

20
*

不一致識別（出港前報
告未済） an 1 X C

出港前報告未済の旨を出力
Ａ：ＡＭＲ業務等未済

21
*

不一致識別（出港日時
報告未済） an 1 X C

出港日時報告未済の旨を出力
Ｄ：ＡＴＤ業務未済

出力情報名（出力情報コード）

出港前報告情
報における不
一致の場合

貨物情報にお
ける不一致の

場合

項番 欄 項目名

条件
繰
1

属
性

桁

出港前報告不一致情報（民間）（ＳＡＳ１０８）

コード
繰
2

出力条件/形式
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